
（
全
五
枚
中
の
一
枚
目
）

校
種

中

・

高

・

特
中

・

特
高

受
験
番
号

④

中

学

校
・
高
等
学
校

国

語

解
答
例

□一

①

顕
著

②

畳

③

裏
腹

１
点×

４

（一）

④

衝
撃

ａ

形
容
動
詞
「
堅
固
だ
」
の
連
用
形
の
一
部

３
点×

２

（二）

ｂ

助
動
詞
「
よ
う
だ
」
の
連
用
形
の
一
部

３
点

視
覚

（三）

３
点

ゲ
ー
ム

Ｓ
Ｎ
Ｓ

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

携
帯
電
話

映
画(

無
声
映
画)

（四）

周

囲

の

状

況

を

認

識

し

、

事

件

の

記

録

の

な

か

に

６
点

腰

を

据

え

、

話

を

最

初

か

ら

最

後

ま

で

た

ど

っ

て

い

（五）

く

タ

イ

プ

。

（
４
４
字
）

「

読

書

タ

イ

プ

の

人

間

」

で

い

る

の

か

、

ま

た

は

６
点

映

像

に

魅

せ

ら

れ

た

「

視

覚

型

人

間

」

と

な

る

の

か

（六）

と

葛

藤

す

る

こ

と

。

（
４
７
字
）

物

語

の

内

容

だ

け

で

な

く

、

本

を

読

ん

で

い

る

と

６
点

き

の

自

分

自

身

や

状

況

ま

で

も

体

験

と

し

て

記

憶

さ

（七）

れ

る

も

の

。

（
４
４
字
）

（
例
）
デ
ジ
タ
ル
革
命
や
映
画
に
よ
っ
て
〈
紙
の
本
〉
が
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
さ
せ
る

６
点

が
、
同
時
に
〈
紙
の
本
〉
の
力
を
人
び
と
が
発
見
し
な
お
す
機
会
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
。

（八）

(

例)

(

例)

(

例)



（
全
五
枚
中
の
二
枚
目
）

校
種

中

・

高

・

特
中

・

特
高

受
験
番
号

④

中

学

校
・
高
等
学
校

国

語

解
答
用
紙

□二
３
点

（
例
）
尼
が
、
博
打
が
地
蔵
に
会
わ
せ
て
く
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
う
れ
し
い
と
感
じ
て
い
る
。

（一）

い

博
打
か
ら
尼
へ
の
敬
意

２
点×

２

（二）

き

作
者
か
ら
地
蔵
菩
薩
へ
の
敬
意

１
点×

２

う

い

え

き

（三）

３
点

（
例
）
ど
う
し
て
う
ち
の
子
ど
も
を
見
よ
う
と
思
う
の
だ
ろ
う
か
。

（四）

（
例
）
助
動
詞
「
ぬ
」
の
上
の
語
の
活
用
形
に
注
目
し
、
未
然
形
で
あ
れ
ば
、
打
消
の
助
動
詞
「
ず
」
の

連
体
形
、
連
用
形
で
あ
れ
ば
完
了
の
助
動
詞
「
ぬ
」
の
終
止
形
で
あ
る
。

５
点

し
か
し
、
今
回
は
、
上
の
語
「
裂
く
」
が
カ
行
下
二
段
活
用
で
あ
る
た
め
、
未
然
形
と
連
用
形
の

（五）

形
が
同
じ
「
裂
け
」
と
な
る
。
そ
の
た
め
、
こ
こ
で
は
「
ぬ
」
そ
の
も
の
の
活
用
形
が
何
で
あ
る
か

に
よ
っ
て
見
分
け
る
と
良
い
。
「
ぬ
」
が
終
止
形
で
あ
れ
ば
完
了
の
助
動
詞
で
、
連
体
形
で
あ
れ
ば

打
消
の
助
動
詞
で
あ
る
。
「
裂
け
ぬ
」
の
「
ぬ
」
は
、
係
り
結
び
で
は
な
い
こ
と
か
ら
終
止
形
で
あ

る
た
め
、
こ
こ
は
完
了
の
助
動
詞
で
あ
る
。

（
例
）
博
打
に
、
地
蔵
に
会
わ
せ
る
と
言
わ
れ
て
だ
ま
さ
れ
、
じ
ぞ
う
と
い
う
子
ど
も
に
会
わ
さ
れ
た
に

３
点

も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
子
ど
も
が
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
と
信
じ
て
疑
う
こ
と
な
く
、
夢
中
に
な
っ
て
拝

（六）

ん
だ
と
い
う
尼
の
行
動
。



（
全
五
枚
中
の
三
枚
目
）

校
種

中

・

高

・

特
中

・

特
高

受
験
番
号

④

中

学

校
・
高
等
学
校

国

語

解
答
例

□三
１
点×

４

ａ

か
つ
て

ｂ

い
な
や
（
と
）

ｃ

す
で
に

ｄ

い
わ
ゆ
る

（一）

４
点

（
例
）
あ
な
た
は
ま
だ
黄
絹
幼
婦
外
孫
韲
臼
の
八
字
が
ど
う
い
う
意
味
か
を
言
っ
て
は
い
け
な
い
。

（二）

ム

ヲ
シ
テ

ニ

セ(

サ)

ヲ

ル

１
点×

２

①

令

脩

別

記

所

知

二

一レ

レ

（三）

３
点

②

（
例
）
自
分
の
答
え
と
楊
脩
の
答
え
が
同
じ
か
ど
う
か
を
、
後
で
確
認
し
た
か
っ
た
か
ら
。

２
点

（
例
）
曹
娥
の
碑
文
（
表
面
）
は
、
す
ば
ら
し
い
言
葉
（
名
文
）
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。

（四）

（
例
）｢

有
知
無
知
三
十
里｣

の
意
味
に
つ
い
て

楊
脩
は
曹
娥
の
碑
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
八
字
の
意
味
を
す
ぐ
に
理
解
し
た

→

有
知
（
知

恵
の
あ
る
者
）

５
点

魏
武
は
曹
娥
の
碑
の
裏
面
に
記
さ
れ
て
い
る
八
字
の
意
味
を
理
解
す
る
た
め
に
三
十
里
の
距
離

（五）

を
必
要
と
し
た
→
無
知
（
知
恵
の
な
い
者
）

三
十
里
（
十
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
）
→
距
離
が
あ
る

↓

意
味

知
恵
の
あ
る
者
と
な
い
者
と
の
差
が
は
な
は
だ
し
い
。



（
全
五
枚
中
の
四
枚
目
）

校
種

中

・

高

・

特
中

・

特
高

受
験
番
号

④

中

学

校
・
高
等
学
校

国

語

解
答
例

□四

（
中
学
校
受
験
者
の
み
解
答
す
る
こ
と
）

ａ

せ

ｂ

し

ｃ

く

２
点×

５

（一）

ｄ

う

ｅ

す

（
例
）

２
学
年
で
は
、
地
域
社
会
の
中
で
見
聞
き
し
た
こ
と
や
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
を
通
じ
て
伝
え
ら
れ

る
社
会
生
活
全
般
か
ら
題
材
を
求
め
る
。
情
報
収
集
は
図
書
館
、
公
共
施
設
な
ど
を
利
用
し
て
幅
広

６
点

く
収
集
し
た
り
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
ア
ン
ケ
ー
ト
で
当
事
者
の
声
を
集
め
た
り
す
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
、
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
情
報
に
出
合
う
な
ど
し
た
場
合
は
そ
れ
ま
で
の
考
え
を
改
め
た
り
検
討

し
た
り
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
集
め
た
材
料
の
整
理
に
は
、
目
的
や
意
図
に
応
じ
た
観
点
を
設

け
、
比
較
、
分
類
、
関
係
付
け
な
ど
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

（
例
）

〔
第
一
学
年
〕
の
ウ
の
「
根
拠
を
明
確
に
し
な
が
ら
」
で
は
、
自
分
の
考
え
が
確
か
な
事
実

や
事
柄
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
か
を
確
か
め
、
根
拠
を
文
章
の
中
に
記
述
す
る
必
要
が
あ
る

４
点

こ
と
を
理
解
し
て
書
く
こ
と
を
指
導
す
る
。

（三）

そ
れ
を
受
け
、
〔
第
二
学
年
〕
の
ウ
の
「
根
拠
の
適
切
さ
を
考
え
て
」
で
は
、
書
こ
う
と
す

る
根
拠
が
自
分
の
考
え
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
書
く
こ
と
を
指
導
す
る
。

（二）



（ 三 ）

（
全
五
枚
中
の
五
枚
目
）

校
種

中

・

高

・

特
中

・

特
高

受
験
番
号

④

中

学

校
・
高
等
学
校

国

語

解
答
例

□五

（
高
等
学
校
受
験
者
の
み
解
答
す
る
こ
と
）

ａ

あ

ｂ

え

ｃ

さ

２
点×

５

（一）

ｄ

か

ｅ

き

（
例)

情
景
の
豊
か
さ
や
心
情
の
機
微
を
読
み
手
に
想
起
さ
せ
る
表
現
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
た
め
、

４
点

こ
れ
ら
の
表
現
か
ら
、
現
代
に
生
き
る
我
々
と
共
有
で
き
る
も
の
は
あ
る
か
、
ま
た
現
代
に
生
き

る
我
々
に
と
っ
て
、
理
解
が
難
し
い
も
の
が
あ
る
か
な
ど
の
視
点
に
立
っ
て
読
ん
で
い
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
例)

〔
知
識
及
び
技
能
〕
と
〔
思
考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
等
〕
に
示
し
た
資
質
・
能
力
が
バ
ラ
ン

６
点

ス
よ
く
育
成
さ
れ
る
こ
と
を
重
視
し
、
生
徒
の
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
の
実
現
を
図
る
こ

と
が
で
き
る
、
生
徒
の
実
態
に
応
じ
た
適
切
な
教
材
を
選
定
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

（二）


